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包括外部監査人の意見 水道局の考え・方針

目的
水道事業に持続可能かつ効率的な運営
を求める

アクアプラン2007の基本理念「ゆるぎない安心と信頼の追及」
による、持続的な水道事業の運営
　【基本施策の柱】
　　１．安全でおいしい水の供給
　　２．信頼性の高い水道システムの確立
　　３．災害に強い水道づくり
　　４．お客様の満足に応える水道づくり
　　５．行財政改革の推進等による経営基盤強化
　　６．資源循環型の水道システムの構築

必要
条件
現在40km／年で更新している老朽管を、
80km／年で更新する。

根拠

岡山市の水道管路は国の定める法定耐
用年数40年を越えた老朽管の割合が多
く、今後この割合が増加することが見込ま
れる。

水道局の方針
管路機能評価（アセットマネジメント《資産管理》手法）を用い
て、効率的かつ適切に管路を更新する。　⇒　平成30年度まで
の10年間で更新が必要な老朽管延長は約240kmである。

管路機能評価とは
埋設環境等を勘案し市内54か所の管体を調査し、管路の腐
食・老朽度等を診断し、老朽管更新の優先順位を設定したも
の。

現在の更新ペースで対応可能である。年間80ｋｍの管路更新
を行うことは、使用可能な管まで更新することとなり、ムダな費
用をかけることになる。

建設改良費の増　 年間12.4億円
アセットマネジメントに基づいてムダのない管路の更新を行う。
管路については、追加投資を行って更新を行う必要性はない。

企業債の償還増　　　年間1,260万円
負担金等の減　　 　　年間2.8億円
資本的収支差額　　  年間2.8億円

アクションプラン後期編の最終年である平成28年度時点で，平
成21年度と比較して年間10億円の財政効果を出す。

平成22年度包括外部監査　水道局対応方針について

必要
項目

「国の定める法定耐用年数」は、減価償却費を計上するため
の経理上の年数である。　(地方公営企業法施行規則第７条
別表第２号）
⇒　「法定耐用年数を越える管」とは経年管を指し、真に更新
を必要とする老朽管とは異なる。

目指す方向性は概ね同じ

年間約18億円のコスト削減が必
要

経費削減等により今後も持続的な水道事業の安
定かつ効率的な運営は可能

行財政改革を推進して財源を確保し、管路の更新・
耐震化の速度を加速する
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議題２ 岡山市水道事業総合基本計画アクションプランの 

平成２３年度取組予定について 

 
 

平成２３年度の事業費等 

１ 事業費 

 

                           （単位：百万円） 

項 目 総事業費 予算額 

１ 安全でおいしい水の供給 3,069 845 

２ 信頼性の高い水道システムの確立 26,217 5,306 

３ 災害に強い水道づくり 2,773 218 

４ お客様の満足に応える水道づくり 1,868 367 

５ 行財政改革の推進等による経営基盤強化 50 0 

６ 資源循環型の水道システムの構築 552 69 

合 計 34,529 6,805 

※総事業費は平成１９年度～２３年度の５年間の合計額 

 

 

２ 「５ 行財政改革の推進等による経営基盤強化」による効果額 

 

（単位：百万円） 

H19～23目標額 H23 目標額 

3,191 768
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平成２３年度の主な取組予定 

１ 安全でおいしい水の供給 

 

・ 三野浄水場１号、２号急速ろ過池の更新 ： ６００百万円 

クリプトスポリジウム対策を強化し、より安全な水道水の供給を図るため、

三野浄水場の急速ろ過池を更新します。 

・ 水質監視局の設置 ： ２０百万円 

お客様に安心して水道水を利用していただくための水質監視体制を強化す

るため、藤田地区、築港地区に水質監視局を新たに設置します。 

 

 

 

 

 

 

・ 鉛製給水管の解消 ： １５０百万円 

水質の安全性確保及び漏水を防止するため、鉛製給水管の解消を図ります。 

平成２３年度末の目標解消率は８２％（予定実施件数 １，１００件）と

します。 

 

２ 信頼性の高い水道システムの確立 

 

・ 中央幹線配水管の布設工事 ： ６００百万円 

（平成 25 年度までの継続事業） 

将来にわたる水の安定供給を確保するため、市内中心部へ配水する上で重

要な役割を果たす中央幹線（三野～番町間延長約 2.5 ㎞、口径 1200 ㍉～800

㍉配水管）の布設工事を実施します。 

 

計画的に老朽施設を更新するとともに、水需要に応じた施設整備を行い、将来

にわたる水道の安定供給を目指します。 

お客様に安全でおいしい水をお届けするために、水源、浄水、配水、給水の各

過程での管理、検査体制を向上させます。 

目的 

目的 

水質監視局とは、濁度や色度、ｐＨなどの水質

情報を収集するために設置する自動水質計器。

平成 22年度末で市内 11箇所に設置しています。

水質監視局 
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・ 老朽管及び石綿管の更新等、水道管路の整備 ： ４，１０９百万円 

赤水の発生や漏水及び破損事故を未然に防止するため、老朽化した水道管

を計画的に更新するとともに、石綿製の水道管の解消を推進します。 

平成２３年度は約４４ｋｍの老朽管を更新するとともに、約５ｋｍの石綿

管を解消します。 

なお、老朽管の更新や石綿管の解消に併せて、管路の耐震化を図ります。 

 

３ 災害に強い水道づくり 

 

・ 東岡山第２配水池の築造      ： １０５百万円 

東岡山配水池緊急遮断弁の設置 ：  ５６百万円 

地震等災害の発生時における生活必要水を確保するため、東岡山配水池を

２池化するとともに、緊急遮断弁を設置し、施設の耐震化に努めます。 

・ 応急給水、復旧体制の強化 

非常時の円滑な給水を行うため、災害発生時の

給水拠点として想定される市内小学校を利用

して、地域住民等と協働で水道防災訓練を実施

します。 

 

 

 

４ お客様の満足に応える水道づくり 

 

・ おかやまの水のおいしさ、大切さを伝えるＰＲ活動 

水道水のおいしさや安全性をより知ってい

ただくため、水道フェア等のイベントの開催、

岡山駅に設置したウォーターステーション

での飲用水の提供など、各種ＰＲ活動に努め

ます。 

 

管路・施設等の耐震化を進めるとともに、災害発生に備えて復旧体制、給水体

制の強化に努めます。 

お客様窓口の改善、広報・広聴の充実等、お客様の視点に立ったサービスの提

供を推進します。 

目的 

目的 

応急給水の様子（仙台市） 

６月の水道週間行事として開催される水道フェアの様子
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また、水道の重要性や水の大切さについて知っていただくため、登録有形

文化財に指定されている水道記念館や水道の日等のイベントを実施するな

ど啓発活動に努めます。 

 

５ 行財政改革の推進等による経営基盤強化 

 

・ 行財政改革の推進 ： ７６８百万円（効果額） 

よりスリムで効率的な事業運営を目指し、事務事業の見直しを行います。 

併せて、将来の財政負担の削減及び財政基盤の強化を図るため、引き続き

企業債残高及び支払利息の削減を行います。 

・ 組織の活性化と技術の継承 

水道技術の継承と人材育成を行うため、人材育成マスタープランにより局

内研修の充実を図ります。また、水道技術研修所において配水管・給水管

の配管や維持管理の研修を継続して実施していきます。 

 

６ 資源循環型の水道システムの構築 

 

・ 環境負荷低減への取組 

ＩＳＯ１４００１に準拠した水道局独自による環境マネジメントシステム

を運用し、環境負荷の低減に努めていきます。併せて環境報告書を作成し、

環境への負荷軽減等の取組内容をお知らせします。 

・ 漏水防止事業の推進 ： ６８百万円 

水資源を有効に利用するため、予防対策に重点を置いた漏水防止事業を推

進していきます。平成２３年度の目標有収率は８９．３％とします。 

限られた財源を有効に活用し、安定的な事業運営を継続させるため、経費節減等

の行財政改革を継続します。また、効率的な事業運営を図るための組織を構築し、

原動力となる職員の技術の継承、人材育成に努めます。 

水道事業は循環資源である水を利用し、２４時間安定供給のために電力等多量の

エネルギーを使用しています。地球環境に配慮することは社会的な責務であり、環

境保全活動、エネルギーの有効利用等を引き続き実施していきます。 

目的 

目的 
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議題３ 岡山市水道事業総合基本計画アクションプラン 

前期編の検証について 

 
１ 事業費 

                           （単位：百万円） 

項 目 
総事業費 

（目標） 

 H19～21

決算 

H22 

予算 

H23 

予算 
合計 

進捗率

（％）

１ 安全でおいしい水

の供給 
3,069 1,467 974 845 3,286 107.1 

２ 信頼性の高い水道

システムの確立 
26,217 14,947 5,179 5,306 25,432 97.0 

３ 災害に強い水道づ

くり 
2,773 1,615 136 218 1,969 71.0 

４ お客様の満足に応

える水道づくり 
1,868 1,180 378 367 1,925 103.1 

５ 行財政改革の推進

等による経営基

盤強化 

50 50 0 0 50 100.0 

６ 資源循環型の水道

システムの構築 
552 202 66 69 337 61.1 

合 計 34,529 19,461 6,733 6,805 32,999 95.6 

 

 

２ 「行財政改革の推進等による経営基盤強化」による効果額 

（単位：百万円） 

H19～23 

目標額 

 H19～21

実績額 

H22 

目標額 

H23 

目標額 
合計 

進捗率

（％） 

 3,191  2,218 730 768 3,716 116.5 
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水源水質の保全
良好な水源水質の確保するため、岡山三川水質汚濁防止連絡協議会を
通じて情報を収集

カビ臭対策の実施
平成22年度に三野浄水場乾式活性炭注入設備工事実施及び旭東浄水
場活性炭注入設備修繕を実施
現状設備の検証

クリプトスポリジウム
対策の推進

平成19年度に三野浄水場3号急速ろ過池を建設
平成21～23年度の3か年で三野浄水場1、2号急速ろ過池を整備予定
平成21年度に牟佐浄水場紫外線処理施設を整備

残留塩素の低減化
平成22年度に残塩低減対策検討報告書を作成
平成23年度に三野浄水場管末地区（2箇所）で濁度、色度、残留塩素濃
度を監視予定

浄水処理方法の調
査・研究

平成22年度に三野浄水場第4水源、大内浄水場水源調査を実施
配水残塩の低減化を図るための浄水方法を検討

平成19年度に弓削水質監視局を設置
平成19年度に建部・瀬戸地区へ残塩webシステムの測定ポイントを追加
水質基準改正、今後の水質問題、水道GLP認定維持に対応するための
水質検査・分析機器の整備
平成21年度に岡山県域水道企業団、倉敷市と水質検査機器の相互利
用のための協定を締結

流域市町村水質検査
受託の拡大等による
水質監視体制の強化

流域市町村の水質検査の受託することによる、流域水質の監視
協議会等を通じて流域事業体からの情報を収集

平成20年2月に水道GLPの認定を取得
平成23年度に更新審査予定

給水装置の管理に対
する広報の推進

指定給水装置工事事業者研修会を平成19年11月に全国で始めて開催
平成21年1月に日水協岡山県支部として開催
平成23年度に日水協岡山県支部主催で指定給水装置工事事業者研修
会を開催予定
局ホームページや平成23年3月号の局広報誌（アクア通信）で給水装置
等に関する維持管理の方法をお客様に周知

貯水槽水道維持管理
の啓発及び巡回点検
サービスの強化

小規模貯水槽巡回点検サービスを実施
平成20年11月から「水質管理」の遊離残留塩素が基準値未満の小規模
貯水槽水道に対し、水道局と保健所とが連携して立入り検査等を実施

直結給水システムの
拡大

局ホームページへ掲載及び窓口での相談、指導を行う。
平成21年度に貯水槽方式から増圧給水方式への切替基準の緩和を目
的に、給水装置工事施行基準の緩和条件の精査。

学校水飲み場直結給
水化の検討

モデル校の選定及び施行方法について調査・検討
他都市実施状況等の調査

５　鉛製給水
管の早期解
消

鉛製給水管解消事業
の推進

平成19年度に解消率50％を目標とする第1期鉛管解消計画を実施完
了。引き続き100％解消を目標とする第2期鉛管解消計画を実施
平成23年度末目標解消率：82％　　平成22年度末実績解消率：76％
（平成19～22年度の鉛製解消事業での実施件数：3,146件）

６　水源から
蛇口まで一
貫した管理
体制の構築

平成22年度に水安全を維持するための仕組みである水安全計画を策定
平成23年度より本格運用

方針と施策

水道ＧＬＰの取得

水質監視システムの
拡大・水質検査機器
の整備

主要事業

水源林事業の継続実
施

２　浄水処理
のレベルアッ
プ

３　水質検
査・管理体制
の構築

柱 前期編での取組内容

安
全
で
お
い
し
い
水
の
供
給

４　給水装置
等の適正な
維持管理に
向けて

アクションプラン前期編の検証（個別）

１　水道水源
の保全

水安全計画の策定

水源池である鏡野町・新庄村で下刈、間伐、除伐等の保育作業を実施
平成19年度より新庄村で天然林整備を実施
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方針と施策主要事業柱 前期編での取組内容

アクションプラン前期編の検証（個別）

必要水源の確保と水
源の見直し

平成18年度から灘崎地区給水整備として、連絡管・配水池等を整備。平
成22年度より給水開始

浄水施設の再編・整
備

平成21年度にクリプトスポリジウム対策と合わせて、牟佐浄水場施設整
備を実施
平成21年1月より鴨越浄水場を休止し受水へ切替
平成21年度に長野配水池の整備（配水池築造、連絡制御弁及び電気計
装設備の整備）

効率的な水運用
平成20年度に久保配水池調整弁を設置
配水制御システムの運用
旭東線・平井線の配水管整備

水道管路システムの
運用

管路の新設・更新等に伴うデータの更新
平成19年度に御津・灘崎地区の、平成22年度に建部・瀬戸地区のデータ
入力完了

浄水場監視体制の強
化

三野浄水場集中監視制御設備の更新や、北部拠点地域である北浄水
係の新設等による監視体制の強化
浄水場における重要項目監視二重化の検討

将来の更新・事故に
対応した浄水施設の
整備

平成19年度に三野浄水場3号急速ろ過池完成に伴い予備力の確保。
計画的な浄水施設の改修・更新

水源の見直しによる
施設の効率的再編

前期編にて取組予定なし

施設のレベルアップ
平成21年度に三野浄水場の集中監視制御設備の更新
旭東浄水場集中監視制御配水制御システムと連携した効率的な更新案
を検討

配水池容量・機能の
増強

平成23年度に東岡山第2配水池の築造により、配水池容量・耐震化等機
能の増強

需要に応じた配水系
統の見直し

平成21年度の長野配水池の完成により、長野配水池系を再編整備
平成21年度の平井加圧ポンプ場完成、平成22年度の平井線の配水管
整備完工により、既存の門田加圧ポンプ場及び湊加圧ポンプ場を廃止
するなど操山配水池系を再編整備
平成22年度の津島配水池の完成により、長野配水池系を再編整備
三門線の配水管整備

老朽管の計画的更新

管路機能評価の優先順位を参考に、重要管路や課題を抱える路線を優
先して更新を実施
また、管路近代化事業として補助金を活用しながら石綿管の更新を実施
平成19～22年度老朽管の更新：約167km
平成19～22年度石綿管の更新：約25km

その他（固定資産の
購入）

水道メータ等の購入等

３　水道施設
の計画的更
新

信
頼
性
の
高
い
水
道
シ
ス
テ
ム
の
確
立

２　運用・管
理機能の強
化

１　水需要に
応じた安定
施設整備
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方針と施策主要事業柱 前期編での取組内容

アクションプラン前期編の検証（個別）

【基幹配水池の耐震化】
平成21年度に矢坂山1,2号配水池、久保配水池の耐震化を実施
東岡山配水池耐震化は耐震診断結果より実施不要と判断
佐山配水池の整備は中止

【基幹加圧ポンプ場の耐震化】
平成21年度の平井加圧ポンプ場の築造に伴い耐震整備を実施
平成22年度に矢坂山加圧ポンプ場、妹尾加圧ポンプ場耐震診断を実施

【基幹浄水施設の耐震化】
平成20年度に三野浄水場送水ポンプ室の耐震化を実施

配水管網の耐震化
平成19年度より耐震管の標準採用。21年度の管路耐震化率は5.7%
基幹配水管の耐震化は老朽管更新に合わせて実施

配水区域のブロック
化

前期編にて取組予定なし

浄水場自家発電設備
の充実

三野浄水場非常用発電機の絶縁診断試験を実施

配水管網のネット
ワーク化

岡山西共同溝、浦安線は平成21年度に完工
高島線、大元線は施工中。残り区間は、道路整備と調整しながら実施予
定

施設のセキュリティ対
策

将来の更新・事故に対応した浄水施設の整備に合わせて、配水池・取水
井などの人口蓋セキュリティスイッチ設置、浄水場フェンス整備等を実施

危機管理体制の強化
平成21年度に三野浄水場集中監視制御設備に合わせて、本局での浄
水場等の運転状況の確認システムを構築

配水池の２池化
平成20年度に妹尾第2配水池うぃ築造
平成23年度に東岡山第2配水池を築造予定
佐山第2配水池計画は中止

緊急遮断弁の設置
配水池の整備に合わせて灘崎西、久保第2、妹尾配水池に設置
東岡山配水池は施工中
佐山配水池は中止

耐震性緊急貯水槽の
整備

平成19年度に西大寺緑化公園内に緊急貯水槽を設置

応急給水栓の整備
平成20年度から22年度にかけて小中学校へ設置（117ヶ所）
給水スタンドの配備

応急給水マップの作
成

平成22年度に作成しアクア通信で全戸配布、局HPで公表

「水道局退職者災害
時支援協力隊（仮
称）」の設立

平成20年4月に岡山市水道局退職者災害時支援協力隊発足
局主催防災訓練に参加し、連携を強化

応急復旧体制の整備
給水タンク車追加導入や水嚢等の備品購入
災害時先遣調査隊の創設
防災訓練の実施

受水の効果的運用と
水源間の連絡管整備

前期編にて取組予定なし

１　リスク管
理体制の充
実
（災害被害の
未然防止）

災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り

２　危機管理
体制の充実
（災害発生時
の対応）

施設の計画的耐震化
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方針と施策主要事業柱 前期編での取組内容

アクションプラン前期編の検証（個別）

平成19年4月にお客様センター開設。ワンストップサービス提供によりお
客様サービス向上に寄与

インターネットサービ
スの充実

平成20年度にインターネット開閉栓システムの機能の追加
平成21年度に口座振替依頼書の郵送受付を実施
なお、使用者変更及び郵送物の送付先変更の受付は、①現行の営業情
報システムでは運用が困難であること、②本人確認の方法やセキュリ
ティ確保などの課題があること、③お客様ニーズ及び費用対効果が高く
ないと考えられることなどの理由で、実施しない

検針から収納まで一
貫した料金徴収業務
の効率化

平成20年度より検針及び滞納整理業務の一括委託を実施

自動検針システムの
研究

前期編にて取組予定なし

口座振替割引制度の
検討

前期編にて取組予定なし

クレジットカード決済
の検討

導入について調査研究を行った結果、導入都市では、払込みからの移
行が少なく口座振替率が低下していること、収納手数料が増加したこと
等の課題が判明した。厳しい財政状況も踏まえ、現時点では時期尚早で
あるため実施しない

２か月検針１か月請
求の検討

前期編にて取組予定なし

４　多様な料
金メニューの
考案

選択性料金制度の検
討

前期編にて取組予定なし

水道事業ガイドラインの主な指標値の概況について、岡山市水道事業業
務指標を局HPで公表

①水道フェア等のイベントの開催
②ボトルドウォーター「おかやまの水」の販売
③平成21年度にウォーターステーションの設置

他都市の導入例について調査・研究

局HPで「よくある質問Q&A」を公表・随時改訂

子どもに伝える教育
プログラムの実施

水道事業への理解と関心を高めるため、小学校等への出前講座、中学
生の職場体験学習を実施
平成22年度に子どもに伝える教育プログラムを策定

広報効果の把握によ
る効果的広報

水道フェア会場内でアンケート調査を実施

局HPに「ご意見・お問合せ」機能を設置し、ホームページからの要望等の
受付

平成20年度に応募者数が少ないため、従来のモニター制度は中止

平成22年度に市内3,000人を対象として無作為アンケート（岡山市水道に
関する意識調査）を実施。お客様の水道事業に対する満足度、要望等の
事業運営上の貴重な意見を収集

お各様の声のデータ
ベース化によるお客
様満足度の向上

お客様の声の分類項目を精査・追加

６　サービス
拠点の整備

庁舎等の整備 前期編にて取組予定なし

３　水道料金
支払の利便
性向上

５　広報・広
聴の充実

２　徴収事務
の効率化

１　受付体制
の充実

お
客
様
の
満
足
に
応
え
る
水
道
づ
く
り

インターネットモニ
ターの拡充等による
広聴の充実

お客様センターの設
置

お客様に伝える広報
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方針と施策主要事業柱 前期編での取組内容

アクションプラン前期編の検証（個別）

時代のニーズにあっ
た事務事業・組織・機
構の再編整備

合併地区の組織見直しとして、北水道事業所を設置、灘崎出張所を廃止
事業仕分けを通じて事務事業の見直しを実施

民間的経営手法(多
様な事業形態)の調
査・研究

他都市の導入例等について情報の収集

民間委託等の推進 平成20年度より検針及び滞納整理業務の一括委託を実施（再掲）

定員管理の適正化
平成22年度の目標職員数380人(▲25人）に対し、平成22年度実績職員
数は364人(▲41人）まで削減（目標に建部・瀬戸の職員数13人を含む）

資産の有効活用など
増収策の拡大

未利用土地の売却、検針票裏面への広告掲載、水質検査業務の受託

優先順位の明確化に
よる効率的設備投資

平成20年度から22年度にかけてアセットマネジメントによる施設更新等
計画を策定。

合併地区を含めた財
政見通しの策定・公
表

アクションプラン後期編策定にあたり、H24～28年度財政見通しを策定

３　事業評価
の充実

評価による事業の効
率的実施及び説明責
任

事業仕分けを通じて事務事業の見直しを実施

研修体制の充実
事務系、技術系の枠を超えた技術継承、人材育成の研修（内部、実務）
を実施

研修施設の設置 平成20年度に旭東浄水場構内へ技術研修所を設置

人材育成のための人
事制度

人事評価制度の導入、実施

国際会議、海外派遣
等の推進

第3回国際水協会・アジア太平洋会議、JICAを通じての国際協力事業へ
職員を派遣

５　協働によ
る水道事業

市民等とのパート
ナーシップの推進

局防災訓練に地元住民、小学生等の参加していただき、給水訓練等の
体験を通して、水道事業への理解と関心を高めた

行
財
政
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
経
営
基
盤
強
化

１　継続的な
行財政改革

２　財政基盤
の強化

４　組織の活
性化と技術
の継承

補償金免除繰上げ償還制度の活用、企業債借入金額の抑制を実施。
平成23年度目標企業債残高：32,169百万円
平成22年度実績企業債残高：31,417百万円（前年度比▲1,705百万円）

企業債残高の削減
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方針と施策主要事業柱 前期編での取組内容

アクションプラン前期編の検証（個別）

２　水源保全
活動　豊か
な森づくり、
水づくり

緑のダムづくり 水源林事業に合わせて実施

３　水の有効
利用

漏水防止事業の推
進・有収率の向上

第5次漏水防止計画に沿って実施中
平成23年度目標有収率：89.3%
平成22年度有収率：89.0%（前年度比0.4ポイント増）
平成23年度に第6次漏水防止計画を策定予定

４　資源リサ
イクルの推
進

浄水発生土の有効利
用
有価物としての有効
利用の研究

【有効利用】
平成20年2月には三野浄水場脱水ケーキが、平成22年8月には旭東浄
水場天日ケーキが県エコ製品として認定
三野浄水場脱水ケーキは平成20年6月より園芸用土として一般販売を開
始
【有効利用の研究】
平成21年度に三野浄水場浄水発生土栽培作物分析を実施
平成22年度に脱水ケーキを用いた園芸土の高品質化に関する共同研
究、天日ケーキ破砕機に関する共同研究を実施

水道施設の省エネル
ギー化

平成22年度の省エネ法改正に伴い、水道局全体としてのエネルギー使
用合理化を推進
エネルギー使用の合理化対策のため中長期計画策定と事業継続

平成22年度に三野浄水場へ太陽光発電設備を設置
　環境効果
　年間二酸化炭素削減量　約10トン
　年間石油削減量　約7.2キロリットル

小水力発電導入可能場所の有無を検討

資
源
循
環
型
の
水
道
シ
ス
テ
ム
の
構
築

５　CO2削減
の促進

１　環境マネ
ジメントシス
テムの改善

H21年度までに合併地区へのISO14001認証の拡充
H22年度からISO14001に準拠した独自のEMSを構築し、経費節減を図り
ながら、ISO14001と同様の環境負荷低減を実現

太陽光発電設備の設
置

小水力発電の検討

ＩＳＯ１４００１による環
境負荷低減の継続的
な取組

環境会計、環境報告
書の作成

H21年度から従来の環境会計を更に発展させた環境報告書を策定・公表
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